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要
旨 

  

現
代
歌
人
栗
木
京
子
は
、
昭
和
五
〇
年
「
観
覧
車
回
れ
よ
回
れ
想
ひ
出
は
君
に
は
一
日

ひ

と

ひ

我
に
は
一
生

ひ

と

よ

」

で
知
ら
れ
る
「
二
十
歳
の
譜
」
で
第
二
一
回
角
川
短
歌
賞
次
席
と
な
る
。
以
後
現
在
ま
で
に
歌
集
一
〇
冊
、

短
歌
関
連
書
籍
を
多
数
発
表
し
、
新
聞
歌
壇
の
選
者
、
メ
デ
ィ
ア
出
演
等
、
そ
の
活
躍
は
多
岐
に
わ
た
る
。

受
賞
歴
も
多
く
、
名
実
共
に
現
代
短
歌
界
を
代
表
す
る
歌
人
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
管
見
の
限

り
、
デ
ビ
ュ
ー
時
か
ら
現
代
ま
で
の
「
歌
人
栗
木
京
子
」
に
つ
い
て
体
系
的
に
分
析
し
た
研
究
は
見
当
た

ら
な
い
。
そ
こ
で
、
本
論
文
で
は
、「
歌
人
栗
木
京
子
」
の
初
期
作
品
（
京
都
大
学
在
学
時
）
か
ら
第
一
〇

歌
集
『
ラ
ン
プ
の
精
』（
平
成
三
〇
年
七
月
、
現
代
短
歌
社
）
ま
で
を
取
り
上
げ
、
表
現
技
法
（
レ
ト
リ
ッ

ク
・
歌
集
構
成
）
、
栗
木
短
歌
の
特
質
で
あ
る
「
社
会
詠
」「
家
族
詠
」
の
分
析
と
考
察
を
行
い
、
さ
ら
に

詠
歌
「
視
点
」
の
変
化
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。 

 

本
論
文
の
構
成
に
つ
い
て
述
べ
る
。
本
論
文
は
、
第
四
章
第
一
三
節
か
ら
成
り
、
そ
れ
に
序
章
と
結
章

を
付
し
た
。
巻
末
に
は
、「
栗
木
京
子
年
譜
」
と
「
初
出
一
覧
」
も
付
記
す
る
。 

 

本
論
文
の
内
容
と
結
論
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

第
一
章
で
は
、
栗
木
短
歌
の
表
現
と
技
法
に
着
目
し
た
。
第
一
節
で
は
、
第
五
歌
集
『
夏
の
う
し
ろ
』

の
「
体
言
止
め
」
に
焦
点
を
当
て
た
。
そ
の
結
果
、
本
歌
集
の
「
戦
争
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
、
頻
出
す
る

言
葉
「
夜
」
「
白
」
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
特
に
、「
白
」
は
栗
木
の
幼
少
期
の
体

験
と
連
接
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
栗
木
が
「
体
言
止
め
」
を
用
い
る
理
由
と
し

て
、
読
者
と
作
者
と
も
に
、「
体
言
止
め
」
が
持
つ
効
果
に
よ
っ
て
、
表
現
の
可
能
性
の
拡
大
を
得
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
点
を
結
論
と
し
た
。
第
二
節
で
は
、
全
一
〇
歌
集
の
約
一
割
に
用
い
ら
れ
る
「
直
喩
表
現
」

に
着
目
し
、
【
ご
と
し
】
【
や
う
な
り
】
を
抽
出
し
、
活
用
形
ご
と
の
用
例
数
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
調
査

結
果
か
ら
、【
ご
と
し
】【
や
う
な
り
】
に
よ
る
「
直
喩
表
現
」
の
特
徴
二
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
は
、

デ
ビ
ュ
ー
か
ら
現
在
ま
で
、
漢
文
調
「
ご
と
し
」
を
多
用
し
て
い
る
こ
と
、
第
九
歌
集
『
南
の
窓
か
ら 

短

歌
日
記
２０１６
』
を
他
歌
集
と
比
較
す
る
と
「
や
う
な
り
」
が
「
ご
と
し
」
の
数
を
上
回
る
点
で
異
な
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
理
由
と
し
て
、
助
動
詞
「
ご
と
し
」「
や
う
な
り
」
が
有
す
る
歴
史
的
用
法
に
依
拠
す

る
こ
と
、
栗
木
は
各
歌
集
が
持
つ
印
象
に
よ
っ
て
意
図
的
に
、
「
ご
と
し
」「
や
う
な
り
」
の
よ
う
に
使
用

を
選
択
し
て
い
る
点
を
指
摘
し
た
。
な
お
、
本
論
文
で
も
述
べ
て
い
る
が
、
本
節
は
、
今
後
も
研
究
を
継

続
す
る
た
め
の
序
説
と
位
置
付
け
て
お
り
、
今
後
も
継
続
し
て
進
め
て
い
く
。
第
三
節
で
は
、
和
歌
の
「
本

学
位
請
求
論
文
（
課
程
博
士
）
要
旨 

 

論
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栗
木
京
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研
究
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歌
取
り
」
か
ら
展
開
し
、
現
代
短
歌
で
は
「
引
用
」
と
称
さ
れ
る
修
辞
技
法
に
着
目
し
た
。
特
に
、
本
節

で
は
「
俳
句
」
に
注
目
し
、「
俳
句
」
引
用
に
よ
る
栗
木
短
歌
の
表
現
と
そ
の
可
能
性
を
知
る
べ
く
、
「
俳

人
」
四
人
と
そ
の
作
品
を
取
り
上
げ
た
。
そ
の
結
果
、
①
日
野
草
城
と
栗
木
が
有
す
る
「
京
都
」「
家
族
」

の
共
通
感
覚
の
存
在
、
②
永
田
耕
衣
と
栗
木
に
共
通
す
る
「
観
察
」
の
視
点
、
栗
木
の
特
質
で
あ
る
「
社

会
詠
」
に
耕
衣
が
及
ぼ
し
た
影
響
、
③
渡
邊
白
泉
の
「
戦
争
句
」
が
栗
木
の
歌
に
強
い
影
響
を
与
え
た
こ

と
、
④
赤
尾
兜
子
の
戦
争
を
悼
む
句
を
「
引
用
」
す
る
こ
と
に
よ
り
、
栗
木
が
「
希
望
」
へ
と
変
化
さ
せ

る
歌
を
詠
ん
だ
こ
と
、
以
上
の
点
に
つ
い
て
具
体
例
を
上
げ
な
が
ら
論
じ
た
。
こ
れ
ら
の
分
析
と
考
察
を

踏
ま
え
た
結
果
、「
栗
木
が
俳
句
を
引
用
す
る
こ
と
で
、
自
歌
の
世
界
を
広
げ
、
意
味
の
重
層
化
を
果
た
す

こ
と
を
意
図
し
て
引
用
す
る
手
法
」
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
る
新
た
な
表
現
世

界
を
短
歌
に
「
展
開
」
さ
せ
て
い
る
、
と
い
う
点
を
結
論
と
し
た
。 

 

第
二
章
第
一
、
第
二
節
で
は
、
栗
木
京
子
の
全
一
〇
歌
集
を
二
分
（
第
一
～
第
五
、
第
六
～
第
一
〇
歌

集
）
し
、
記
し
た
。
目
的
は
、
全
一
〇
歌
集
の
「
巻
頭
・
巻
軸
歌
」
の
配
列
か
ら
、
そ
の
対
応
構
造
と
意

図
を
明
ら
か
に
し
、
作
者
の
歌
集
編
纂
意
識
に
迫
る
こ
と
で
あ
る
。
手
法
と
し
て
は
、
歌
人
で
国
文
学
研

究
者
で
あ
る
佐
田
公
子
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
た
上
で
、
私
解
を
加
え
特
徴
等
を
分
析
、
考
察
し
た
。
そ

の
結
果
、『
古
今
集
』
の
時
代
か
ら
歌
の
配
列
、
構
成
を
重
要
視
し
て
き
た
歌
人
の
精
神
が
、
現
代
歌
人
で

あ
る
栗
木
京
子
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
し
た
。 

 

第
三
章
で
は
、
栗
木
短
歌
の
特
質
の
一
つ
で
あ
る
「
家
族
詠
」
に
焦
点
を
当
て
た
。
第
一
節
の
冒
頭
で

は
、
栗
木
の
「
家
族
」
と
そ
の
歌
の
数
に
つ
い
て
簡
潔
に
記
し
た
。
そ
の
数
の
多
さ
か
ら
「
子
（
息
子
）
」

と
、
結
婚
後
か
ら
継
続
し
て
詠
む
「
夫
」
の
歌
、
特
に
「
社
会
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
歌
を
中
心
に
分

析
と
考
察
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
栗
木
が
一
番
身
近
な
存
在
で
あ
る
「
夫
」「
子
（
息
子
）」
を
介
し
て
、

「
社
会
」
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
作
歌
姿
勢
が
第
五
歌
集
『
夏
の
う
し

ろ
』
で
増
え
た
「
社
会
詠
」
へ
と
連
接
し
て
い
く
過
程
も
指
摘
し
た
。 

第
二
、
第
三
節
で
は
、
栗
木
短
歌
の
「
戦
争
詠
」
と
「
家
族
」
に
焦
点
を
当
て
、
両
者
が
短
歌
表
現
を

通
し
て
ど
の
よ
う
な
特
質
を
生
み
出
し
て
い
く
か
、
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
た
。
第
二
節
は
「
家
族
」、
第

三
節
で
は
「
作
者
自
身
」
に
二
分
し
、
論
を
進
め
た
。
ま
ず
、
第
二
節
で
は
、「
戦
争
の
実
体
験
が
あ
る
家

族
（
祖
父
母
、
父
母
、
叔
父
、
伯
父
）」
と
、「
実
体
験
が
な
い
家
族
（
夫
、
子
）」
に
分
け
、
各
歌
を
挙
げ

解
釈
を
行
っ
た
上
で
分
析
を
進
め
た
。
そ
の
結
果
、
栗
木
短
歌
に
お
け
る
「
戦
争
詠
」
の
原
点
と
始
発
は
、

戦
死
し
た
伯
父
、
子
を
亡
く
し
た
祖
母
、
兄
を
亡
く
し
た
栗
木
の
母
と
い
う
「
家
族
」
の
「
静
か
で
深
い

悲
嘆
」
へ
の
共
感
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
証
明
で
き
た
と
言
え
よ
う
。
第
二
節
の
ま
と
め
と
し
て
、
①
栗

木
の
「
戦
争
詠
」
は
、「
家
族
」
を
介
し
て
詠
ま
れ
、
身
近
な
家
庭
生
活
の
中
か
ら
「
戦
争
」
の
現
実
を
凝

視
し
て
い
る
、
②
栗
木
は
「
戦
争
」
を
詠
ず
る
に
あ
た
っ
て
、「
戦
争
」
と
真
摯
に
対
峙
し
て
、
現
実
に
お

い
て
そ
れ
を
体
験
し
よ
う
と
し
て
い
る
、
③
栗
木
の
「
戦
争
詠
」
の
特
徴
と
し
て
季
節
で
は
「
夏
」、
色
彩

で
は
「
白
」
の
表
現
が
多
い
、
以
上
の
三
点
を
挙
げ
、
結
論
と
し
た
。 

 

以
上
の
第
二
節
を
踏
ま
え
、
第
三
節
で
は
、「
作
者
自
身
」
に
着
目
し
、
全
歌
集
か
ら
該
当
歌
を
抜
き
出

し
、
考
察
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
栗
木
の
「
戦
争
詠
」
の
原
点
は
、「
家
族
」
に
あ
り
、
そ
の
一
員
と
し

て
作
者
も
身
近
な
家
庭
生
活
の
中
で
葛
藤
を
重
ね
な
が
ら
「
戦
争
」
の
現
実
を
凝
視
し
て
い
る
姿
が
認
め
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ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
栗
木
は
「
戦
争
」
を
詠
ず
る
に
あ
た
っ
て
、「
戦
争
」
と
真
摯
に
対
峙
し
て
、
自
己
矛

盾
を
抱
え
な
が
ら
現
実
に
お
い
て
追
体
験
し
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
結
論
づ
け
た
。 

 

第
四
節
で
は
、
第
八
歌
集
『
水
仙
の
章
』
か
ら
「
震
災
詠
」
と
「
母
の
詠
」
に
着
目
し
、
詠
歌
を
通
し

て
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
栗
木
が
本
歌
集
で
詠
ん
だ
「
母
の
詠
」
三
八
首
を
通
し
、「
母
」
の
老
い

に
直
面
し
感
じ
た
戸
惑
い
を
、
こ
れ
ま
で
に
は
見
ら
れ
な
い
素
直
さ
で
詠
出
し
て
い
る
点
が
確
認
で
き
た
。

震
災
後
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
当
事
者
」「
非
当
事
者
」
と
い
う
観
点
に
関
し
、
栗
木
も
歌
人
と
し
て
思
索

と
作
歌
を
重
ね
た
姿
が
作
品
か
ら
表
出
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
栗
木
は
認
知
症
に
よ
り
「
記
憶
」
を
失

っ
た
「
母
」
、
そ
の
「
母
」
を
失
い
つ
つ
あ
る
「
娘
」
の
視
点
で
、
「
震
災
」
を
主
題
と
し
た
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
風
の
「
社
会
詠
」
を
詠
ん
だ
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
は
、
事
実
を
提
示
し
た
歌
を
詠
む
こ
と
で
「
真

実
」
を
語
る
手
法
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
歌
集
主
題
「
東
日
本
大
震
災
」「
母
（
の
介
護
）
」
に
底
流
す
る

も
の
を
、
該
当
歌
の
分
析
を
通
し
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、「
喪
失
」
と
「
祈
り
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

た
。
以
上
を
踏
ま
え
、
本
歌
集
で
栗
木
が
一
番
表
現
し
た
か
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
ら
を
詠
ず
る
こ
と
で
、

震
災
の
犠
牲
者
に
対
す
る
「
鎮
魂
」
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。 

 

第
五
節
で
は
、「
子
」
を
詠
む
女
性
歌
人
と
し
て
、
栗
木
が
自
著
に
名
を
挙
げ
る
五
島
美
代
子
と
、
栗
木

作
品
に
お
け
る
「
母
」
の
視
点
に
つ
い
て
分
析
と
考
察
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
美
代
子
の
「
母
の
詠
」

に
は
「
母
子
」
の
存
在
が
明
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
栗
木
に
は
「
母
」
で
あ
る
自
身
の
存
在
が
明
確

で
は
な
い
こ
と
が
浮
上
し
た
。
さ
ら
に
異
な
る
点
と
し
て
、
美
代
子
が
明
確
に
表
現
す
る
「
子
」
へ
の
感

情
が
、
栗
木
作
品
に
お
い
て
は
客
観
的
に
「
子
」
の
い
る
光
景
、
存
在
を
記
録
す
る
手
法
と
な
る
こ
と
も

認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
栗
木
短
歌
の
特
質
の
一
つ
で
あ
る
「
社
会
詠
」
を
詠
む
手
法
と
重
な
る
と
い
う
点

を
指
摘
し
た
。
両
歌
人
の
共
通
点
と
し
て
は
、「
社
会
」
に
注
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
時
代
」
を
鋭
く
詠
む

点
も
確
認
で
き
た
。 

 

第
四
章
で
は
、
栗
木
短
歌
の
特
質
の
一
つ
で
あ
る
「
社
会
詠
」
の
生
成
と
そ
の
展
開
を
実
証
的
に
辿
っ

た
。
第
一
節
で
は
、
京
都
大
学
在
学
時
の
歌
を
初
期
作
品
と
位
置
づ
け
た
上
で
、
初
出
調
査
を
通
し
分
析

と
考
察
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
特
に
歌
集
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
作
品
に
も
着
目
し
た
と
こ
ろ
、
当
時

の
栗
木
が
抱
え
て
い
た
挫
折
感
、
劣
等
感
、
孤
独
感
を
作
品
に
詠
ん
で
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ま
た
、
そ
れ
ら
の
感
情
が
「
表
層
で
は
な
く
深
層
に
真
実
が
あ
る
」
と
い
う
視
点
を
形
成
し
て
い
き
、
そ

の
後
の
「
社
会
詠
」
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。 

 

第
二
節
で
は
、「
数
字
」
を
栗
木
短
歌
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
位
置
付
け
た
上
で
、
作
品
を
抜
き
出
し

分
析
と
考
察
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、「
数
字
」
は
特
に
「
社
会
詠
」
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
ち
、
そ
の
原

点
は
京
都
大
学
理
学
部
で
培
わ
れ
た
も
の
だ
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、「
数
字
」
を
用
い
た
「
社
会
詠
」
を
詠

む
こ
と
で
、「
事
実
を
提
示
」
し
、「
時
代
を
証
言
」
す
る
「
ク
ロ
ニ
ク
ル
（
記
録
）」
の
意
味
を
持
つ
こ
と

と
結
論
づ
け
た
。 

 

第
三
節
で
は
、
栗
木
の
初
期
作
品
（
京
都
大
学
在
学
時
）
か
ら
現
在
ま
で
の
主
要
な
歌
の
解
釈
を
踏
ま

え
、
各
歌
集
に
ど
の
よ
う
な
作
者
の
「
視
点
」
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
が
歌
歴
を
重
ね
る
こ
と
で
ど
の
よ
う

に
変
化
し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
初
期
作
品
と
第
歌

集
『
夏
の
う
し
ろ
』
か
ら
「
傍
観
者
」
の
視
点
が
、
第
八
歌
集
『
水
仙
の
章
』
で
は
、「
外
側
の
出
来
事
を
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自
己
と
い
う
「
内
」
に
引
き
付
け
て
詠
む
視
点
」
の
進
展
と
し
て
、「
当
事
者
」
へ
と
変
化
し
た
こ
と
を
確

認
し
た
。
そ
し
て
、
第
一
〇
歌
集
『
ラ
ン
プ
の
精
』
で
は
、
自
ら
事
象
の
「
内
」
へ
と
入
り
行
動
し
、
レ

ト
リ
ッ
ク
に
可
能
な
限
り
依
存
せ
ず
ス
ト
レ
ー
ト
に
詠
む
姿
勢
か
ら
「
行
動
者
」
の
視
点
へ
と
変
化
し
た

こ
と
を
作
品
に
沿
っ
て
実
証
で
き
た
。 

 

以
上
、
本
論
文
で
は
、「
歌
人
栗
木
京
子
」
の
作
品
を
各
章
段
に
分
け
、
作
品
の
解
釈
を
踏
ま
え
た
上
で

分
析
と
考
察
を
行
い
、
実
証
的
に
結
論
へ
と
導
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
栗
木
短
歌
の
特
質
と
さ

れ
る
①
栗
木
短
歌
の
表
現
技
法
（
レ
ト
リ
ッ
ク
・
数
字
表
現
）、
②
「
社
会
詠
」
の
生
成
と
展
開
、
③
「
社

会
詠
」
の
詠
歌
視
点
の
変
容
、
④
「
戦
争
詠
」
と
「
家
族
」
と
の
関
係
性
、
等
に
つ
い
て
具
体
的
に
明
示

し
得
た
と
考
え
る
。 

  


